
 

 

 

 

 

 

 小中一貫教育目標  「やさしく いきる」     

重 点 目 標  「やってみよう！  」 

校庭に目を向けると、誰が教えるのでもないのに、花も木も、季節の移ろいに敏感に反応して我が

身を整えています。いよいよ、12月に入ります。12月は、「師走」とは別に、1年の最後の月という意

味から、「限りの月（かぎりのつき）」、「極月（ごくげつ、ごくづき）」といった異称があります。また、

大晦日の晩を「除夜（じょや）」と呼ぶのと同じ理由で、「古い年を除く」という意味で、「除月（じょ

げつ）」とも呼ばれます。そして、春への期待を込めて「春待月（はるまちづ

き）」や「梅初月（うめはつづき）」とも言われています。1 年の終わりであると

ともに、新しい１年に思いを馳せる月でもあることが分かります。 

子供たちの 1 年の最後の月が充実し、新しい年に期待がもてるよう努めてまい

ります。引き続き、お力添えをお願いいたします。 

 

◇６年生が「修学旅行」に行ってきました◇  

〇11月 19日（水） 

  学校 － 東京タワー － 国会議事堂 － 東京ディズニーランド － ホテル 

〇11月 20日（木） 

  ホテル － コース別見学 － 科学博物館 － 浅草  － 学校  

       ・深川江戸資料館   

       ・日本科学未来館   

       ・TEPIA先端技術館 

       ・JALスカイミュージアム 

 

「みんなで笑顔いっぱい 最高の思い出を作ろう！」のスローガンの下、晴天に恵まれて２日間の

日程を終えました。 

歴史あり、政治あり、自然あり、科学あり、仲間との遊び体験ありと充実した修学旅行になりまし

た。また、何よりも、スローガンにあるように、最高の思い出を残せたことに子供たちが達成感を感

じたことをうれしく思いました。今後は、修学旅行で得られたことを当たり前にするのではなく、そ

こに向けた自分の思いや仲間の存在、家族の願い、先生方の期待を受け止めて、卒業までの日々につ

なげる６年生の姿を期待しています。 

 

◇「人権週間」12月４日（木）～10日（水）◇ 

 12月 10日（水）は、「世界人権デー」とされ、日本では、上記の１週間を「人権週

間」と定めています。 

 「人権」とは、すべての人が生まれながらにもっている、人が人らしく幸せに生き

る権利です。「人権」が守られずに、みんなが自分勝手な行動をしたらどうなってし

まうでしょうか。人を差別することは絶対に許されないことです。「人権」をいつも

よりちょっと気にして過ごせる 1週間にしたいと思います。 

令 和 ７ 年 １ １ 月 ２ ５ 日 
富 士 市 立 富 士 南 小 学 校 

学 校 だ よ り   １ ２ 月 号 えがお いっぱい 

12月・1月の生活目標「めあてをもってがんばろう」 


